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わらず、『日本僑民在上海』は現在でも色あせてはいない。
　また、日本上海史研究会では、1998年９月から2001
年８月までの３年間、全36回にわたって東方書店PR
誌『東方』に「上海　職業さまざま」を連載した。これ
を、菊池敏夫・日本上海史研究会編『上海　職業さまざ
ま』として単行本化するにあたり、極めて多くの写真資
料を活用した。当時はなお個々の写真の歴史資料として
の価値を見極める力量を私たちはもってはいなかった
が、それでも珍しくて、鮮明な写真を数多く取り入れた
こともあり、異色の上海史研究として注目を浴びた。中
国近現代史関係の研究書が写真資料を多く取り入れる
ようになったのも、この頃からであったといわれている。

『良友』画報研究会 in 神大
　『日本僑民在上海』『上海　職業さまざま』の２冊が刊
行された、ちょうどその頃、

非文字資料へのアプローチ　─日本上海史研究会─
　私の「非文字資料研究」における研究関心は、近代上
海の都市文化空間に向けられている。私が非文字資料に、
より正しくは歴史資料として写真に興味をもったのは、
20年近く前のことである。何のきっかけもなく自ら進
んでそうしたのではなく、私の所属していた日本上海史
研究会という研究者の集まりのなかで、写真に興味のあ
る人たちが集まって写真をどう使うべきかについて議
論をしたことがある。1990年代の後半から、同研究会
では『点石齊画報』1などの画報が話題となっており、
上海の研究者や古参の研究者も参加する例会や定例合
宿においても『営業写真─�晩清江湖百業』2や『上海漫
画』3などについて研究報告がなされたことがある。そ
うした関係もあって、この時期に、同研究会のメンバー
が編集・執筆した高橋孝助・古厩忠夫編『上海史』では、
地図を初めとする図版や写真が従来の研究書に比べて

上海の租界文化を探る

菊池敏夫（非文字資料研究センター研究員）

写真3　 『上海　職業さまざ
ま』表紙。郭建英の
白黒原画に化粧を施
した。

写真 4　 『良友』表紙。

写真 2　 日中戦争期日本居留
民の集会（『日本僑
民在上海』から）

写真 1　 『上海史』1995年刊。

より豊富に使われた。その後
も、同研究会のメンバーの間
には、写真に歴史資料として
の価値を見いだそうとする姿
勢が顕著で、それを歴史資料
として利用する際の留意点を
めぐって報告論集を刊行した
りもした。また、そうした過
程で、歴史資料として使用す
る写真を「写真資料」と呼ぶ
ことでも一致をみた（拙稿「史
料としての写真の可能性」日
本上海史研究会編『上海史研
究の新たな模索』2001年）。
　このような流れを経て、こ
のグループのメンバーであっ
た陳祖恩、髙綱博文、孫安石
の３氏と私の４人は2000年
に『日本僑民在上海〔上海の
日本人〕』という写真資料集を
上海で刊行した。1870 ～
1945年における日本人の上海
での生活を、時期の変化や特
徴に則して政治、社会、文化、
経済の４つの活動領域に区分

し、それぞれ写真資料で描い
た。それ以前にも上海や、上
海の日本人に関する写真集は
多数あった。軍部が作成した
事変に特化した写真集もあっ
た。しかし、多くは個人的な
趣向を凝らしたものやノスタ
ルジックな内容のものであっ
た。また、大きな問題点とし
て写真の時期や場所、イベン
トなど写真に関する情報が不
十分であること、歴史学的な視
点が希薄であることなどがあ
げられた。その後も状況は変

神奈川大学に『良友』画報研
究会が創設された。『良友』画
報は1926年に上海で創刊さ
れた、大型総合画報〔大量の
写真、絵画、漫画、書道など
で構成されたグラビア雑誌〕
である。この研究会は、孫安
石氏を初め村井寛志氏など神
大のメンバーが中心となって
運営され、大里浩秋、中村み
どりの両氏もよく顔を出され
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上海近代の百貨店文化と非文字資料研究
　私の現在の研究関心は、1920～ 40年代における上
海の新中間層を、彼らの都市生活と密接な関係にあった
百貨店と関わらせて考察することにある。非文字資料の
観点から百貨店を考えるならば、何よりもまず南京路西
端にあった巨大な百貨店ビル群の登場の問題を取り上
げなければならない。上海租界の高層ビル群は外灘にあ
るという印象が強いが、実は中国資本の百貨店である先
施公司、永安公司は外灘の高層建築として有名な匯豊銀
行、上海海関、サッスーンハウスよりもずっと早く完成
し、南京路を商業・娯楽・歓楽の街へと大きく変えた。
中国資本の百貨店による大規模再開発事業は租界の資
本主義発展を考える上でも、極めて重要である。1850
～ 62年に競馬場が何度か移転する形での南京路の第一
次再開発があったが、南京路の第二次再開発となるこの
事業を図解することを目指している。
　私は、大量消費時代の視点から百貨店の商業広告を取
り上げ、ショーウインドウやネオンサイン、新聞広告、
PR誌、「小報」、包装紙について論じたことがある（拙
稿「民国時期上海四大百貨公司的広告活動及都市発展」
呉詠梅・李培徳編『図像与商業文化』香港大学出版社、
2014年）。百貨店は消費文化のセンターであっただけで
はない。その大規模ビルの上層階と屋上に設置された、
「大人のための遊芸場」は大量消費時代における娯楽文
化の消費センターであった。そこには高級風呂、ダンス
ホール、ホテル、京劇、越劇、話劇を初めとする各種の
劇を上演するための数多くの舞台や、評灘・相声などの
「説唱」と呼ばれる語りと歌とを含む演芸のための小舞
台、複数の映画館などがあり、①地元の江南文化、②中
国各地の地方文化、③西洋文化がそれぞれ「上海化」を
遂げ集約されて存在した。これを上海のホワイトカラー、
店員、学生、主婦たちが廉価な料金で利用した。遊芸場
で何が行われていたのか、その形、内容、音声はどのよ
うなものだったのか、については全体として不明な点が
多く、当面する今一つの研究課題である。

1�申報社が1884年に創刊した。中国における画報の嚆矢として著名で、
歴史資料として価値が高い。
2�王稼句の編で、「三百六十業」とよばれる各種の商売の有様を図と解説
で説明したもの。
3�1928年４月～1930年６月の間に上海で出版された図像週刊誌。

た。その他のメンバーは日本上海史研究会の写真資料や
図像資料に関心をもつ人たちであった。おりしも上海社
会科学院歴史研究所の陳祖恩氏が神奈川大学に研究員
として滞在しており、氏のリードで『良友』の「読書会」
が始まった。読書会は、写真、漫画、絵画などの読解が
中心で、当該写真が何であり、この写真のどこに歴史資
料としての価値を読み取ることができるか、当該漫画の
どこにいかなる歴史的、社会的な意味があるか、を共同
で読解することにあった。それは、まず言葉の正確な意
味における“scan”であり、同時に写真や漫画、芸術作
品という表象を対象に、極めて複合的な視点を駆使しな
がら歴史的、文化的、政治的な真実を“scan”する訓練
でもあった。
　『良友』画報の若き創刊者であった伍聯徳という人物
は、中国が富強国家になるためには、出版によって「保
国育民」を、印刷によって「富国強民」を図る必要があ
ると主張した。彼は特に印刷に強くこだわり、その重要
さに着目し、出版社は印刷会社と不可分の関係になけれ
ばならないという考え方に立って良友印刷公司を創設
した。彼は中国の既存の雑誌のほとんどが「相も変わら
ず白い紙に黒い漢字を印刷している」と痛烈に批判し、
それを「ハエが並んでいる」かのように見えると揶揄し
た。彼は漢字を独占してきたインテリゲンチアや、黒イ
ンクの漢字のみを用いた専門性の高い雑誌を批判した
のである。1910年代に白話文を提唱した「新文化運動」
や1919年の「五四運動」などが新しい文化の流れを創
り出したものの、その流れを汲む進歩的刊行物ですら「相
も変わらず白い紙に黒い漢字を印刷している」のは旧態
依然というほかなかったのである。この進歩的刊行物の
なかには1915年創刊の『新青年』、1921年９月創刊の
中国共産党機関誌『嚮導』なども含まれ、伍聯徳の批判
の対象にもなった。ちなみに、これらの雑誌は、中国の
文化大革命の時期に、東京の大安〔「だいあん」〕という
書店から復刻版が出版され、『良友』の存在を知らない、
日本の多くの学生がむさぼり読んだ。
　『良友』画報は、形の上では写真、イラスト、その他
の図像を多用し、かつ多色刷りという新時代の印刷技術
を用いて、また内容上は専門的偏りを排し、科学、文化・
芸術、娯楽、世界情勢など総合性にもとづいた「新しい

写真 5　 伍聯徳が「ハエがと
まっている」ようだと
批判した進歩的雑誌。

写真 6　 永安公司創業時の屋上庭園。

知」の世界を提供した。こ
れによって、『良友』は大衆
社会と大量消費時代に照応
する雑誌となり、上海、広
州などの諸都市の新中間層
が文化、娯楽を消費する際
の重要な手段となった。『良
友』は、1920～ 40年代の
新中間層の知識や娯楽文
化、日常生活を理解するた
めに不可欠な非文字資料の
宝庫であり、本格的な検討
が求められている。




